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論文内容の要旨

本研究は、環境デザインを円滑に進めるために、デザインとコラボレーションを支援する、 3 次元環境デザインに

おけるリアリスティックな表現とインタラクティブな操作とを同時に可能にするデザイン手法をベースにするデザ

イン環境の開発を目的とする。まず初めに、これまでのデザイン環境の問題を整理し、その問題を解決するための方

針を示す。その上で、デザイン環境の全体フレームワークを整備し、新しいデザイン環境の開発を行う。最後に、開

発したデザイン環境を実際のプロジェクトで適用し、その評価を行う。論文は 4 章からなる。

第 1 章では、環境デザインの定義と特徴を示し、環境デザインの企画段階から異なる分野の専門家はもちろん、一

般住民を含む非専門家の参加も増えつつある現状から、関係者間の円滑なコラボレーションとコミュニケーションが

一層重要となり、イメージ共有がさらに重要になったことについて述べた。そして本研究の目的を、専門家や非専門

家などの様々な関係者によるデザインとコラボレーションに着目し、デザインとコミュニケーションを支援するデザ

イン環境とその基になる手法について分析を行い、解決すべき問題を整理して明らかにし、明らかになった開題を解

決するためにデザイン環境が備えるべき条件や、それに必要な手法や技法を明確にすること、そしてそれらを用いた

デザイン環境の開発を行い、さらに実プロジェクトに適用することで、デザイン環境の有効性を評価することにした。

第 2 章では、円滑なコラボレーションのためのデザイン環境のリアリティのある表現とインタラクティブな操作に

着目するという研究のアプローチに沿って、これまで 3 次元環境デザイン実プロジェクトの中で、開発された様々な

手法と、それを実現するための技法について整理した。また、様々な手法がデザイン環境の中でどのように発展し、

新たな手法につながってきたかを分析した。その結果、これまでのデザイン環境では表現性と操作性を同時に満足さ

せることが大変困難であったことが明らかになった。

第 3 章では、第 2 章で考察した様々な手法を用いたこれまでのデザイン環境が、リアリティのある表現とインタラ

クティブな操作が同時に実現できなかった問題を解決する、新たなデザイン環境が備えるべき条件を考察した。そし

て、リアルタイム・シミュレーション手法と、それを基にするインタラクティプなデザイン環境のフレームワークに

ついて考察し、様々な関係者が参加しやすいデザイン環境を構築した。さらに、構築したデザイン環境を実際のフ。ロ

ジェクトで運用し、その有効性を検証し、リアリティのある表現がされた設計対象と、その周辺環境とをインタラク



ティブに取り扱うことで、表現性と操作性との相乗効果によって直感的にわかりやすく、訴求力の高いコミュニケー

ションを実現し、関係者間での円滑なコラボレーションが可能になったことを確認した。

4 章では、以上のデザイン環境の開発・適用・考察をとりまとめ、インタラクティブなデザイン環境の有効性につ

いて述べ、現時点で明らかになっている課題と、今後の展望について述べた。

論文審査の結果の要旨

都市や地域の環境デザイシにおいて、異なる分野の専門家のみならず、一般市民を含む非専門家の参加を得てデザ

インを行うことの必要性が高まっている。そのような環境デザインを支援するデザイン環境は、適切な表現性能とイ

ンタラクティブな操作性能を備えていることが期待されている。しかし、そのような期待はあるものの、様々なデジ

タルメディアやシステムを統合化してデザイン環境を如何に構築するべきか、その指針については、これまで本格的

に議論されることはなかった。本論文は、そのような状況下において、期待されるデザイン環境の構築を目指し、環

境デザインを支援するデザイン環境が備えるべき要件を分析し、それに基づいてインタラクティブなデザイン環境の

開発を試み、さらにその有効性を考察したものである。

(1)これまでに開発された 3 次元のデ、ジタルなデザイン環境について、リアリティのある表現性とインタラクティブな

操作性の観点から評価を行い、克服すべき課題を抽出している。

(2)環境・活動・場に関する情報を参照しながら都市や地域の環境デザインを行っていくという基礎的な過程について、

デザインフェーズに着目したモデ、ル化を行い、デザイン環境にデザインフェーズ、軸とモデル・手法・動作環境軸の

二つの分類軸を設定し、デザイン環境の構築において考慮、すべき要素を明らかにしている。

(3)上記の考察に基づき、環境デザインの各デザインフェーズ、を独立した単独のものとして扱うのではなく、連続的に

関連する情報を参照しながらデザインを行うことができる、デ、ジタルメディアを活用したインタラクティブなデザ

イン環境の開発を行っている。

(4)開発したデザイン環境を用いて実際のプロジェクト・デザインを試行的に行い、デザイン過程における有用性およ

び実空間と情報との関連性について考察し、開発したデザイン環境の有効性を確認している。

汎用的なシステム化のためには課題を残しているものの、以上のように将来の都市や地域の環境デザインにおける

デジタルメディアを活用した、インタラクティブな 3 次元デザイン環境構築の基礎となる知見を環供しており、環境

工学の発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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